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株主の皆様におかれましては、平素より当社グループ事業へ
のご理解と多大なご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

当中間期（第2四半期連結累計期間）の事業環境を振り返り
ますと、半導体業界では、スマートフォンやパソコンの需要減
速に伴い、半導体メーカーの設備投資が一時的に鈍化したもの
の、生成AIへの期待も相俟って中長期的な拡大が見込まれる
状況となり、また地政学的リスクの高まりを背景に、世界各地
で半導体工場の新・増設が進められました。エレクトロニクス分
野では、クリーンエネルギー化・EV化の進展やスマート社会化の
流れを受け、パワーデバイス及び各種電子デバイスの技術革
新・増産投資、中国の国産化投資などが引き続き拡大しました。
フラットパネルディスプレイ（FPD）業界は、タブレット・パソコ
ン用ITパネルが液晶から有機ELへの転換期を迎え、大型基板の
有機EL投資が進むと期待されるとともに、EVバッテリーの小型
大容量化や安全性向上への量産投資も本格化し始めました。

そうした中で当社グループは、2026年6月期に向けた新3ヵ
年中期経営計画を始動し、「成長事業における製品競争力の強
化」「グローバル生産性の向上」「経営基盤の強化」の各重点戦

社会的価値の創造とともに、 利益・資本効率重視の経営を目指します。

■第2四半期（累計）　■通期　 24.6通期予想

売上高 （単位：百万円）

■第2四半期（累計）　■通期　 24.6通期予想

営業利益 （単位：百万円）

※記載金額は単位未満を四捨五入して表示しております。

連結業績ハイライト

トップメッセージ

代表取締役社長　

岩下　節生
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略にもとづく取り組みを開始しました。そして本計画の基本方
針に掲げる「真空技術による社会的価値創造」と「利益・資本
効率重視の経営」を実践すべく、グループを挙げて全体最適な
モノづくりの体制構築に着手し、お客様から信頼される製品・
サービスの提供に努めています。

結果として当社グループの営業状況は、日本及び中国におけ
るSiC（シリコンカーバイド）パワーデバイスの投資活発化を捉え、
EVバッテリーでは、両面蒸着膜投資が活発化したことから、前
年同期を大きく上回る受注を確保しました。

これにより当中間期の連結業績は、受注高1,340億49百万円
（前年同期比3.8％増）、売上高1,202億24百万円（同8.0％増）、
営業利益103億13百万円（同1.5％減）、経常利益109億99百
万円（同6.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益68億
60百万円（同26.5％減）となりました。利益面は、減益となり
ましたが、期初の予想数値を超える成果を上げることができま
した。

第3四半期以降は、半導体市場においてメモリ・先端ロジッ
ク投資が抑制から回復に向かうと見られるなど、引き続き良好

な事業環境を維持するものと想定しています。また、高水準の
受注残高を背景とする売上高の増加により、利益率の改善を見
込んでいます。以上を前提に当期の連結業績は、受注高2,500億
円（前期比1.1％増）、売上高2,450億円（同7.7％増）、営業利
益230億円（同15.3％増）、経常利益245億円（同7.1％増）、親
会社株主に帰属する当期純利益160億円（同12.9％増）を予想
しています。

なお当期の期末配当は、配当性向35％以上を目途として、
業績に連動した利益配分を行う方針に基づき、1株当たり114円

（前期比5円増配）を実施する予定です。
社会全体に激しい変化をもたらす中で、私たちは、柔軟な

対応力と高度な技術力、総合力を備えたモノづくりで時代の
要請に応え、お客様とともに豊かな未来づくりに貢献してまいり
ます。

株主の皆様におかれましては、当社グループの長期的な成長
にご期待いただき、これからも一層のご支援を賜りますようお
願い申し上げます。

社会的価値の創造とともに、 利益・資本効率重視の経営を目指します。

■第2四半期（累計）　■通期　 24.6通期予想

経常利益 （単位：百万円）

■第2四半期（累計）　■通期　 24.6通期予想

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （単位：百万円）

連結業績ハイライト
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新中期経営計画（2023年度～2025年度）

外部環境

特集

　スマート社会実現に向けたデジタル化の促進やメタバース、生成AI等の実現には、データ量・解
析量・通信量も飛躍的な増加が見込まれます。これに伴い、大量のサーバやセンサー、各種デバイ
ス等が必要となり半導体需要は更に拡大しますが、非常に大きな電力が消費されます。
　一方、大きな電力消費量を抑えるためのクリーンエネルギー化への対応も必要で、パワーデバイ
スの効率性向上や半導体の微細化、各種電子デバイスの省エネ化、EV用バッテリーの長寿命化
等が求められます。
　また、近年は地政学リスク対応等の観点や地域サプライチェーン構築に伴う投資が継続的に拡
大しています。

センサー AR/VR ディスプレイモバイル

パワーデバイス

バッテリー

各種電子デバイス

データ量
解析量
通信量

地域サプライチェーン構築地域サプライチェーン構築 政府支援による工場誘致政府支援による工場誘致

生成AI クリーンエネルギー化
エネルギー効率・蓄電効率アップ

スマートハウス
スマートファクトリー

スマートモビリティ
スマートシティ
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特集
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通信Device
（SAW/BAW/GaN-HEMT）
電子部品向け成膜加工装置

車載充電器
（Power Device）
成膜加工・イオン注入装置

Invertor
（Power Device、Film Capacitor）
成膜加工・イオン注入装置
R2R蒸着装置

Motor
(磁石)
 真空熱処理炉

Heat Exchanger
真空ろう付炉
漏れ検査装置

Battery
（集電体）
R2R蒸着装置

Electronic Control Unit
（Logic, Memory）
半導体成膜装置

Sensor
 ‐ CMOS Image Sensor
 - LiDAR
 ‐ ミリ波レーダー
 - TOF
 - VCSEL
電子部品向け成膜加工装置

Display
 - LCD/OLED Panel
 ‐ Optical Filter
FPD製造装置

持続可能な地球環境への貢献 ： EVとULVAC製品の関係

頭
脳
、
感
覚
器
官

足
腰
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ULVAC NEWS

統合レポート「ULVAC VALUE REPORT 2023」を発行
　持続的成長と企業価値向上に向けた当社の1年間の取り組み、中長期的に目指
す姿、経営姿勢を総括し、「ULVAC VALUE REPORT」として発行しています。
2023年版を当社ホームページに掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

マテリアリティ公表

⃝ 真空技術をコアとしたイノベーションの創出・共創の推進
⃝ 多様な人財の育成と活躍推進・レジリエントな組織づくり
⃝ バリューチェーンにおける人権尊重・責任ある行動
⃝ 持続可能な地球環境への貢献

Vision 2032策定

～未来につながる「可能性の場」であり続ける～

https://www.ulvac.co.jp/sustainability/report/index.html

「可能性の場」

Vision 2032 詳細動画

　アッシング装置の計画通りの納入、迅速・確実な現地インストールにより、TSMC社の事業
成長に大きく貢献したことが認められ「Excellent Production Support」表彰を受賞しました。

TSMC社より2023 EXCELLENT PERFORMANCE AWARD
において「Excellent Production Support」表彰を受賞

編集方針
持続的成長と企業価値向上に向けた当社の１年間の取り組み、中長
期的に目指す姿、経営姿勢を総括し、「ULVAC VALUE REPORT」
として発行しています。
これらをステークホルダーの皆様にご理解いただくとともに、対話を深
める重要なツールと位置付けています。

■ 発行：
2023年11月（前回発行2022年11月）
■ 参考にしたガイドライン：
IIRC 国際統合報告フレームワーク
経済産業省 価値協創ガイダンス　
ISO26000

対象範囲と期間
■ 対象範囲 : アルバックグループ
本レポートにおいて、ULVACグループ全体を指す場合は「ULVAC」、
株式会社アルバックを指す場合は「アルバック」と表記しています。
■ 対象期間 : 2023年6月期

（2022年7月1日～2023年6月30日：当社2022年度）
報告の一部に、2023年7月以降の活動と取り組み内容も含みます。

〈免責事項〉
本レポートに記載されている表やグラフの数値は、四捨五入して表記し
ているため、合計値と異なる場合があります。また、対象範囲の拡大
や算出方法の見直しに伴い、一部過年度データを修正している箇所が
あります。

皆様のニーズに合わせたコミュニケーションツールをご用意し、最適な情報開示を
行っています。
当社グループへのご理解を深めていただくため、決算情報を中心とした法定開示
書類関係から、事業活動や経営戦略・財務情報に加え、企業価値を創出する
上で欠かせない社会・環境への取り組み等の非財務情報を記載した本レポート
等、様 な々コミュニケーションツールをご用意しています。なお、Webサイトでも最
新の情報を提供していますので、あわせてご覧ください。

ULVACのコミュニケーション

概要

詳細

財務情報 非財務情報

）文英・文和（ TROPER EULAV CAVLU

有価証券
報告書

決算説明資料
(和文・英文)

事業報告書
コーポレート

ガバナンスに関する
報告書

サステナビリティ
（Web）

■ ULVACとは
9 ULVACの価値創造＜事業価値＞

ココニモ、アル。
11 ULVACの事業

13 ULVACの軌跡

■ 財務データ／企業情報
69 11ヶ年財務・非財務データ

71 財務概況

73 連結財務諸表

77 会社データ／株式情報

■ 読者の皆様に伝えたいこと
5 トップメッセージ

ULVAC VALUE REPORT 2023目次

■ 目指す姿を実現するために
29 真空機器事業   半導体製造装置　  電子部品製造装置　　

   FPD製造装置　　  コンポーネント

   一般産業用装置

34 真空応用事業  材料

35 マテリアリティに関する取り組みの詳細

37 真空技術をコアとしたイノベーションの創出・共創の推進

41 多様な人財の育成と活躍推進・レジリエントな組織づくり

45 バリューチェーンにおける人権尊重、責任ある行動

49 持続可能な地球環境への貢献

■ ULVACが目指すもの
15 ULVACの価値創造＜プロセス＞＜注力課題＞

19 ULVACの強み

21 ULVACのサステナブル経営

23 2050年にありたい姿の実現に向けて

25 前中期経営計画（2020年度～2022年度）の振り返り

26 新中期経営計画（2023年度～2025年度）

■ コーポレートガバナンス
55 コーポレートガバナンス

59 社外取締役座談会

63 マネジメント体制

65 リスクマネジメント

67 コンプライアンス

68 ステークホルダーの皆様とともに
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受け継がれる
ULVACらしさ

読者の皆様に
伝えたいこと ULVACとは ULVACが目指すもの 目指す姿を

実現するために コーポレートガバナンス 財務データ/企業情報

地域サプライチェーン構築　政府支援による工場誘致

AI

モバイル

センサー

AR/VRディスプレイ

スマート社会 スマートファクトリー

スマートモビリティ スマートハウス

データ量
解析量
通信量

クリーンエネルギー化
エネルギー効率・蓄電効率アップ

パワーデバイス

バッテリー

各種電子デバイス
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　スマート社会実現に向けたデジタル化の促進やメタバース、生成AI等の実現には、データ量・解析量・通信量も飛躍
的な増加が見込まれます。これに伴い、大量のサーバやセンサー、各種デバイス等が必要となり半導体需要は更に拡大
しますが、非常に大きな電力が消費されます。
　一方、大きな電力消費量を抑えるためのクリーンエネルギー化への対応も必要で、パワーデバイスの効率性向上や半
導体の微細化、各種電子デバイスの省エネ化、EV用バッテリーの長寿命化等が求められます。
　また、近年は地政学リスク対応等の観点や地域サプライチェーン構築に伴う投資が継続的に拡大しています。

　ULVACは大きな成長が期待される半導体・電子デバイス分野及びEV用バッテリー分野を中心に注力し、お客様の多
様なニーズに応えるとともに、社会的課題の解決に貢献することで、ビジネスチャンスを拡大していきます。

ULVACが目指すもの

新中期経営計画（2023年度～2025年度）前中期経営計画（2020年度～2022年度）の振り返り
　前中期経営計画の3年間は、新型コロナウイルス感染拡大やサプライチェーンの混乱、地政学的リスクの増大など不透
明な経営環境が続きました。一方で社会的課題解決につながるスマート社会の進行が加速し、先端投資が活発に行われ
ました。

と」資投発開たけ向に長成「、え捉とスンャチスネジビを新革術技のどな化力電費消低・現実の会社トーマスはCAVLU　
「体質転換による利益重視の経営」を基本方針に掲げて取り組みました。
　半導体分野では、技術革新に対応した製品開発力を強化するとともに、世界のリーディング企業との最先端技術の共
同開発を推進しグローバル開発体制を構築した結果、最先端ロジックの量産工程で採用され、他工程での採用も拡がり
始めました。その他の分野でも、パワーデバイスやオプトデバイス、EV用バッテリー等、活発な投資を背景に成長ドラ
イバーにおける売上高は当初計画を大きく上回りました。更に安定基盤ビジネスであるコンポーネントとマテリアルも
着実に成長しました。
　モノづくり力強化については、「技術・設計」、「購買」、「生産工程」の一体改革に取り組みました。技術・設計ではモ
ジュラーデザインの思想を取り入れ、製品の共通化・標準化を推進しました。購買においては、グローバルサプライ
チェーンの再構築により調達コスト削減に努めました。生産工程の改革では、生産拠点の専門化と製造生産性の向上
に取り組みました。
　グループ経営効率の強化については、国内製造子会社２社をアルバックに統合し、また海外においても子会社統合を
行い、グループ一体となったビジネスユニット経営を推進しました。
　経営基盤の強化については新人事制度の導入、生産性向上に向けた各種システムの整備などに努めました。また、自
己資本を着実に積み増し、財務安定性を確保しました。
　こうした様々な取り組みの結果、売上高は当初計画を上回り、特に半導体・電子デバイス分野で大きな成果がありま
した。一方、市場環境の急激な悪化や調達部品の長納期化等により、利益面では当初計画未達となりました。

■  その他
■  材料
■  一般産業用装置
■  コンポーネント
■  FPD製造装置
■  半導体及び

電子部品製造装置

営業利益率
■  営業利益

2019
実績

2022
当初計画

2020
実績

2,100

160

340

172

8.6%

16.0%

9.4%

2021
実績

2,413

301

2022
実績

2,275

199

8.8%

（年度）
0

3,000

2,000

1,000

（億円）

1,854 1,830

12.5%

売上高

外部環境

 ＞  EV用バッテリーの小型大容量化・安全性向上のための両面蒸着巻取装
置の量産投資が本格スタート・今後の成長を牽引

バッテリー

4.7倍

 ＞  MHM工程に加え、新工程・新規顧客で成長
 ＞  レガシー半導体（新規顧客）の投資継続

ロジック

1.5倍

 ＞  DRAM・NAND等メモリ投資回復に加え、新工程参入で成長
メモリ

1.8倍

 ＞  マイクロOLED、マイクロLED、センサー・MEMS、
　　パッケージング（WLP+PLP）等、技術革新投資・増産投資が継続

各種電子デバイス

1.2倍

 ＞  クリーンエネルギー化・EV化による需要増とSiC投資・ウェハーサイズ
　　アップ投資で成長継続

パワーデバイス

1.5倍

成長事業の受注計画

（億円）

■ バッテリー　■ ロジック　■ メモリ　■ 各種電子デバイス　■ パワーデバイス

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

2019
実績

2022
実績

2023
計画

2025
目標

449

941

1,090

1.6倍
2022年度比

売上高・営業利益・営業利益率の実績

（年度）

ココニモ、アル。
ULVACの真空技術 半導体製造装置半導体 電子部品 FPD

一般産業用 コンポーネント 材料

電子部品製造装置 FPD製造装置

一般産業用装置 コンポーネント 材料

ULVACの経営基本理念は「真空技術及びその周辺技術を総合利用することにより、産業と科学の発展に貢献することを
目指す」です。製造装置メーカーであるULVACの製品を一般の方々が見る機会はほとんどありませんが、真空技術や装置
を使って作られる製品は、人々の暮らしと密接なつながりを持っています。
私たちは真空技術により、これからも社会から必要とされる企業であり続けます。

半導体製造装置半導体 電子部品 FPD

一般産業用 コンポーネント 材料

電子部品製造装置 FPD製造装置

一般産業用装置 コンポーネント 材料

病院 これまでは限られてい
た医療アクセスもIoT技
術の発達や高精細ディ
スプレイを介した質の
高い遠隔医療が受けら
れるようになりました。
またワクチンの製造や
無菌製剤の研究開発な
ど高まる医療のニーズ
にも真空技術が使われ
ています。

コンポーネント

半導体

電子部品

FPD

一般産業用

材料

真空遮断器 先進国におけるインフラの老朽化や新興国の産業インフラ整備が課題と
なっています。受変電設備にある真空遮断器・空調設備の熱交換機などの
性能向上等を通じて安全・安心で快適な整備にも真空技術が使われてい
ます。

一般産業用

コンポーネント

フリーズドライ
サプリメント

食料の廃棄やフードロ
スの削減が課題になっ
ている一方で世界では
深刻な食糧問題があり
ます。食品のフリーズ
ドライ化や栄養補助食
品のサプリメント製造
など食品分野において
も真空技術が使われて
います。

一般産業用

コンポーネント

AI 高度・高速情報処理技術が作る人工知能（AI）は、
労働力不足の解決や業務効率化、顧客への提供価
値の向上を期待されています。この技術革新を支
える半導体や電子部品の製造に真空技術が使われ
ています。

半導体

電子部品

材料

コンポーネント

データセンター テレワークの導入拡大やビッグ
データの保存など、通信量拡大
への対応として需要が急増して
いるデータセンター。そこに使
われている半導体メモリ、ロジッ
ク半導体、パワーデバイスや
電子部品の製造に真空技術が
使われています。

コンポーネント

電子部品

材料

半導体

風力発電 地球環境に対して負荷が少なく、枯渇する心
配のない再生可能エネルギー。その象徴であ
る風力発電に使用されているパワーデバイス
や発電用高性能磁石などの製造に真空技術が
使われています。 コンポーネント

半導体

電子部品

一般産業用

材料

スマートホーム IoTやAIなどの技術
によって家を快適化
するスマートホーム。
今後の普及拡大が期
待されています。こ
れらを構成する半導
体・電子部品・ディ
スプレイの製造には
真空技術が使われて
います。

コンポーネント

半導体

電子部品

材料

FPD

ドローン 農業の人材不足が問題視される現代
においてドローンを利用した「スマー
ト農業」が注目されています。ドロー
ンを構成する半導体・電子部品・バッ
テリーの製造に真空技術が使われて
います。

半導体

電子部品

材料

コンポーネント

太陽電池 再生可能エネルギーの主力として注目が集まり、普及が進んでいる太
陽電池発電設備。そのシステムに使われている制御用パワーデバイス
の製造に真空技術が使われています。 コンポーネント

電子部品

材料

FPD

電動車 カーボンニュートラルの実現に向け、走行
中の二酸化炭素（CO₂）の排出量を削減する
ため自動車の「脱ガソリン化」への加速が進
んでいます。EV車などの電動車で使用され
るパワーデバイス・電子部品・高性能バッ
テリー・高性能磁石などの製造に真空技術
が使われています。

コンポーネント

電子部品

材料

半導体

FPD

ULVACの価値創造 ＜事業価値＞

10ULVAC VALUE REPORT 2023

受け継がれる
ULVACらしさ

読者の皆様に
伝えたいこと ULVACとは ULVACが目指すもの 目指す姿を

実現するために コーポレートガバナンス 財務データ/企業情報
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ULVACとは
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株式の状況  2023年12月31日現在

会社概要  2023年12月31日現在 役　員  2023年12月31日現在

商　　号 株式会社アルバック 
ULVAC, Inc.

商　　標 ULVAC

本　　社 神奈川県茅ヶ崎市萩園2500番地

設　　立 1952年8月23日

資 本 金 20,873,042,500円

従業員数 1,698名（連結6,208名）

所有者別株式数

代表取締役社長 岩 下 　 節 生
専 務 取 締 役 白 　 　 忠 烈
取 締 役（社 外） 西 　 　 啓 介
取 締 役（社 外） 内 田 　 憲 男
取 締 役（社 外） 石 田 　 耕 三
取 締 役（社 外） 中 島 　 好 美
監 査 役（常 勤） 齋 藤 　 一 也
監 査 役（常 勤） 森 尻 　 裕 二
監 査 役（社 外） 宇 都 宮 　 功
監 査 役（社 外） 本 田 　 宗 哉
常 務 執 行 役 員 島 田 　 鉄 也
常 務 執 行 役 員 青 木 　 貞 男
常 務 執 行 役 員 清 水 　 康 男

上 席 執 行 役 員 佐 藤 　 重 光
上 席 執 行 役 員 近 藤 　 智 保
上 席 執 行 役 員 萩 之 内 　 剛
上 席 執 行 役 員 衣 川 　 正 剛
上 席 執 行 役 員 申 　 　 周 勲
上 席 執 行 役 員 清 田 　 淳 也
執 行 役 員 蔡 　 　 有 哲
執 行 役 員 髙 橋 　 信 次
執 行 役 員 山 口 　 堅 二
執 行 役 員 金 　 　 善 吉
執 行 役 員 岡 　 　 　 正
執 行 役 員 原 　 　 泰 博

大株主

（注）持株比率は自己株式（4,160株）を控除して計算しております。

株主名 持株数（千株）持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 7,794 15.79
BBH （LUX） FOR FIDELITY FUNDS-GLOBAL TECHNOLOGY POOL 4,022 8.15
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 3,958 8.02
日本生命保険相互会社 3,242 6.57
TAIYO FUND,L.P. 2,071 4.20
GOVERNMENT OF NORWAY 1,526 3.09
TAIYO HANEI FUNF,L.P. 1,292 2.62
BNP PARIBAS LUXEMBOURG/2S/JASDEC SECURITIES/UCITS ASSETS 1,155 2.34
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505038 1,083 2.19
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505227 1,083 2.19

発行可能株式総数 .........................................  100,000,000株
発行済株式の総数 ...........................................  49,355,938株
株主数 .................................................................... 10,765名

合計
49,355,938株

金融機関
18,080,160株
36.63%

自己株式
4,160株
0.01%

外国個人
24,594株
0.05%

外国法人
25,091,646株
50.84%

個人・その他
4,351,498株
8.82%

その他国内法人
1,657,750株
3.36%

証券会社
146,130株
0.30%

会社データ／株式の状況 
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本事業報告書に記載されている当社の現在の計画・戦略及び予測については、現在入手可能な情報に基づき、当社が現時点で合理的であると判断したものであり、
リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は様々な要因により本事業報告書の内容とは異なる可能性のあることをご承知おきください。

ウェブサイトのご案内

9月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月 12月
第2四半期
決算発表

第3四半期
決算発表

定時株主総会

第1四半期
決算発表

通期
決算発表

配当金のお受け取り方法について
配当金を配当金領収証でお受け取りの株主様には、確実に配当金をお受け取
りいただける預金口座や証券会社の口座への振込みによる配当金のお受け
取りをお勧めします。詳しくはお取引証券会社等にお問合せください。

住所変更など諸手続のお申し出先について
株主様の口座のある証券会社等にお申し出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、 
特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。
三井住友信託銀行株式会社への
手続用紙〈住所変更・買取請求・配当金振込指定など〉のご請求
ホームページアドレス　
https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

未払配当金のお支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

7月1日から翌年6月30日まで
9月下旬
定時株主総会・期末配当　6月30日

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

TEL.0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間 9：00〜17：00（土・日・休日を除く）

事業年度
定時株主総会
基準日

株主名簿管理人及び 
特別口座の口座管理機関

郵便物送付先

（電話照会先）

株主メモ

IRカレンダー

 企業情報はこちら  https://www.ulvac.co.jp/  IR情報はこちら https://ir.ulvac.co.jp/ja/ir.html

 

本社・工場　
〒253-8543 神奈川県茅ヶ崎市萩園2500番地
TEL.0467-89-2033

株式会社アルバック

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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